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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年10月3日(2013.10.3)

【公表番号】特表2009-530248(P2009-530248A)
【公表日】平成21年8月27日(2009.8.27)
【年通号数】公開・登録公報2009-034
【出願番号】特願2008-558820(P2008-558820)
【国際特許分類】
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   Ｃ０７Ｄ 401/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 409/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/506   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/497   　　　　
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   Ａ６１Ｋ  31/501   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/502   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １３７　
   Ｃ０７Ｄ 471/10    １０１　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０３Ａ
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   Ａ６１Ｐ  25/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/22    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/32    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/34    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/36    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年8月13日(2013.8.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式(I),
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【化１】

で表わされる化合物、薬学的に許容されるその酸または塩基の付加塩、その立体化学的異
性体形態、そのN-オキシド形態またはその第４級アンモニウム塩：
　V1は次の群、-CH2-; -CH2-CH2- ; -CH2-CH2-CH2- ; -CH2-CH=CH- ; -CH2-CH2-CH2-CH2-
 ;-CH2-CH(CH3)-CH2- ; -CH(CH3)-CH2-CH2-CH2- ; -CH2-CH(CH3-)CH2-CH2- ; および -CH

2-CH2-CH(CH3)-CH2-から選択され；
M1は、水素; シクロC3-7アルキル; フェニル; ビフェニル; フェニルオキシ; ベンジルオ
キシ; フラニル; およびピリジニルの群から選択され、前記フェニル、 ビフェニル、フ
ェニルオキシ、ベンジルオキシの各基は必要に応じて、ハロ, C1-3アルキル, ポリハロC1
-3アルキル, ポリハロC1-3アルキルオキシおよびC1-3アルキルオキシの群から選択される
1～３個の基で置換されていてもよく、前記シクロC3-7アルキルは、必要に応じて１以上
のハロまたはポリハロC1-3アルキルで置換されていてもよい；
Lは、次の群から選択される; 共有結合; -O- ; -OCH2- ; -OCH2CH2- ; -OCH2CH2O- ; -OC
H2CH2OCH2- ; -NR

7- ; -NR7CH2- ; -NR
7-シクロC3-7 ; -OCH2CH2N(R

7)CH2- ; -CH2CH2- ;
 -C≡C- ; -C（=O）- ; および -CH=CH- ; ここで各R7は、互いに独立に水素およびC1-3
アルキルの群より選ばれ；
R2およびR3は、おのおの互いに独立に水素, ハロまたはアルキルであり；
Aは、ピペラジニルおよびピペリジニルの群より選択される[該基の各々は必要に応じて、
n（nは整数で0または1に等しい）個の基R4で置換されていてもよい]；
R4は次の群より選択される；ハロ; シアノ; ヒドロキシ; エタノイル; アルキル ; アル
キルオキシ; アルキルオキシアルキル ; アルキルオキシカルボニル; アルキルオキシカ
ルボニルアルキル; アルキルカルボニル ; アルキルカルボニルオキシ; アルキルカルボ
ニルアルキルオキシ ; ポリハロC1-3アルキル ;ポリハロC1-3アルキルオキシ; ポリハロC

1-3アルキルチオ; アルキルチオ; アルキルスルホニル; Het3 ; Het3-アルキル; Het3-オ
キシ; Het3-オキシアルキル; Het3-アルキルオキシ; Het3-オキシアルキルオキシ; Het3-
カルボニル; Het3-チオアルキル;アリール; アリールアルキル; アリールオキシ; アリー
ルオキシアルキル; アリールアルキルオキシ; アリールアルケニル; アリールカルボニル
アルキル; アリールスルホニル; -NRaRb ; アルキル-NRaRb ; O-アルキル-NRaRb; -C(=O)
-NRaRb; -C(=O)-アルキル-NRaRb ; およびO-アルキル-C(=O)-NRaRb ;ここで、Raおよび R
bは、次の群から選択される；水素, アルキル,アルキルカルボニル, アリールアルキル, 
アルキルオキシアルキル, Het3, Het3アルキル, アルキルスルホニル, アルキル-NRcRdお
よびC(=O)アルキル-NRcRd [ここでRcおよびRdは、水素, アルキルおよび アルキルカルボ
ニルの群から選択される]；
Het3は、次の群から選択される；ピリジニル; ピリミジニル; ピリダジニル; ピラジニル
; ピペリジニル; ピロリジニル; ピペラジニル; トリアゾリル; テトラヒドロピラニル; 
テトラヒドロ-チオピラン-1,1-ジオキシド; チアゾリル; オキサゾリル; モルフォリニル
; オキサジアゾリル; イミダゾリル; ベンゾキサゾリル; ベンゾチエニル; ベンゾフラニ
ル; 1,2,3,4-テトラヒドロ-イソキノリニル; インドリル; インドリニル; フタラジニル;
およびベンゾ[l,3]ジオキソリル[各基は、必要に応じて1, 2 または3個の置換基で置換さ
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れていてもよく、各置換基は互いに独立に、ハロ, C1-6アルキル, ポリハロC1-3アルキル
, シアノ, ヒドロキシ, オキソ, エタノイル, フェニル, ピロリジニル, ピペリジニル, 
ピリジニル, モルフォリニル, モノ- およびジ(アルキル)アミノ, およびC1-3アルキルオ
キシの群から選ばれる]；
アリールは、フェニルまたはビフェニルである[各基は必要に応じて1, 2 または3個の置
換基で置換されていてもよく、各置換基は互いに独立に、ハロ, C1-3アルキル, ポリハロ
C1-3アルキル, ポリハロC1-3アルキルオキシ, シアノ, ニトロ, エチルオキシカルボニル
およびC1-3アルキルオキシの群から選択される]；ならびに
アルキルは、飽和で直鎖もしくは分岐した炭素原子数1 ～6の炭化水素基であり；あるい
は飽和で炭素原子数3 ～7の環式炭化水素基であり；、あるいは、飽和で炭素原子数4 ～1
2個の炭化水素基であり、かつ、少なくとも１つの飽和で直鎖もしくは分岐した炭素原子
数1 ～6の炭化水素基および少なくとも１つの飽和で炭素原子数3 ～7の環式炭化水素基を
含む[ここで各炭素原子は、必要に応じて、シアノ, ヒドロキシ, カルボキシル, カルバ
モイル, フェニルおよび二価の基の-OCH2CH2O- の群から選択される1つ以上の基で置換さ
れていてもよい]である。
【請求項２】
　次の群から選択される：
【化２】

3-シアノ- 1 シクロプロピルメチル-4-(4-フェニル-ピペリジン- 1 -イル)-ピリジン-2(l
H)-オン(化合物 4-047)；
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　前記化合物が光学異性体として存在し、ラセミ混合物であるか個々の光学異性体である
、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の化合物の治療有効量と、製薬学的に許容される
担体および／または賦形剤とを含む医薬組成物。
【請求項５】
　薬物として使用する請求項１から３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　ヒトを含む哺乳動物の状態を治療または予防するための薬物を製造するための請求項１
から３のいずれか一項に記載の化合物または請求項４に記載の医薬組成物の使用であって
、前記の状態が、不安障害、精神障害、人格障害、化学物質関連障害、摂食障害、気分障
害、片頭痛、てんかんまたは痙攣性障害、幼児期障害、認知障害、神経変性、神経毒症状
および虚血の群から選択される中枢神経系障害である使用。
【請求項７】
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　前記中枢神経系障害が、広場恐怖症、全般性不安障害（ＧＡＤ）、強迫観念性障害（Ｏ
ＣＤ）、パニック障害、心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）、対人恐怖およびその他の
恐怖症の群から選択される不安障害である、請求項６に記載の使用。
【請求項８】
　前記中枢神経系障害が、統合失調症、妄想性障害、統合失調性感情障害、統合失調症様
障害および物質誘発性精神障害の群から選択される精神障害である、請求項６に記載の使
用。
【請求項９】
　前記中枢神経系障害が、強迫性人格障害および分裂性統合失調型障害の群から選択され
る人格障害である請求項６に記載の使用。
【請求項１０】
　前記中枢神経系障害が、アルコール乱用、アルコール依存症、アルコール禁断症状、ア
ルコール禁断譫妄、アルコール誘発性精神障害、アンフェタミン依存症、アンフェタミン
禁断症状、コカイン依存症、コカイン禁断症状、ニコチン依存症、ニコチン禁断症状、オ
ピオイド依存症およびオピオイド禁断症状の群から選択される化学物質関連障害である、
請求項６に記載の使用。
【請求項１１】
　前記中枢神経系障害が、神経性食欲不振症および神経性過食症の群から選択される摂食
障害である請求項６に記載の使用。
【請求項１２】
　前記中枢神経系障害が、双極性障害（ＩおよびＩＩ）、気分循環性障害、うつ病、気分
変調性障害、大うつ病性障害および物質誘発性気分障害の群から選択される気分障害であ
る請求項６に記載の使用。
【請求項１３】
　前記中枢神経系障害が、片頭痛である請求項６に記載の使用。
【請求項１４】
　中枢神経系障害が、非痙攣性全般てんかん、痙攣性全般てんかん、小発作性てんかん重
積、大発作性てんかん重積、意識障害を伴うか伴わない部分てんかん、幼児けいれん、部
分持続てんかん、およびその他の形態のてんかんの群から選択されるてんかんまたは痙攣
性の障害である請求項６に記載の使用。
【請求項１５】
　前記幼児期障害が、注意欠陥／多動性障害である請求項６に記載の使用。
【請求項１６】
　前記中枢神経系障害が、譫妄、物質誘発持続性譫妄、認知症、ＨＩＶ疾患による認知症
、ハンチントン病による認知症、パーキンソン病による認知症、アルツハイマー型認知症
、物質誘発持続性認知症および軽度認知障害の群から選択される認知障害である、請求項
６に記載の使用。
【請求項１７】
　前記中枢神経系障害が、不安症、統合失調症、片頭痛、うつ病、およびてんかんの群か
ら選択される、請求項６に記載の使用。
【請求項１８】
　請求項１から３のいずれかに記載された化合物が、１μＭ以下のＥＣ50を有する、請求
項６から１７のいずれか一項に記載の使用。
【請求項１９】
　ｍＧｌｕＲ２レセプターをイメージングするためのトレーサーを調製するための請求項
１から３のいずれか一項に記載の化合物の使用。
【請求項２０】
　ヒトを含む哺乳動物の請求項６から１７のいずれか一項に挙げた状態を治療または予防
するための薬物を製造するための、ｍＧｌｕＲ２のオルトステリックアゴニストと組み合
わせた請求項１から３のいずれか一項に記載の化合物の使用。
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